
 

 

 
 
   

  
フェアプレー精神を日常へ 

校長 駒 場 秀 剛 
 

６月７日（土）に開催された水泳大会を皮切りに、中体連が行われています。３年生にとっては、

中学校最後の大きな大会であり、この大会で結果を出すことを目標に頑張ってきたはずです。上の

大会への出場を目指して、最後の１点、１秒、１歩まで全力を尽くす中学生を応援し、ともに喜びや

悔しさを共感できることは、中学校教師の私たちにとっては喜びの一つです。 

私もその雄姿を見たくて、各会場に足を運んで応援させてもらいました。 

各競技を回る中で最も私の心に残ったのは、本校のバスケットボール部の応援です。試合が始ま

ると、選手の背中を押すように一体感のある声援が響き渡り、それは相手チームを上回っていまし

た。試合が進んで差をつけられた後も、応援は途切れることなく、試合終了のブザーが鳴るまで、仲

間を信じて、ベンチにいる全員が声を出し続けました。 

スポーツの大会では、最後まで「フェアプレー」を心がけてほしいという挨拶を聞くことがありま

す。日本体育協会のホームページには、「フェアプレー」について２つの側面が記載されています。

「行動のフェアプレー」と「精神のフェアプレー」です。 

「行動としてのフェアプレー」は、ルールを守り、全力を尽くしてプレーする、勝って驕（おご）

らず、負けて腐（くさ）らず、相手を尊重し、不正行為や暴力行為を避ける、といったプレーや行動

に表れるものです。そして、「精神のフェアプレー」は、スポーツの場面に限らず、日常生活におい

ても自分の行動について、善いことか悪いことかを自分の意思で決められること、自分自身に問い

かけたときに、恥ずかしくない判断ができる心のことです。 

つまり、フェアプレーは決してスポーツの場面だけではなく、自分自身に恥ずかしくないように

生きるという「生き方」を示しているのです。勝敗や記録も大切ですが、スポーツマンとしてふさわ

しい態度や精神、相手を尊重し自己の最善を尽くすことが最も大切なのです。そして、間違いや失敗

に対する優しさや健闘を讃え合えることが、きっといつまでも相手や自分、周りの人達の心に残る

のです。 

残念ながら、試合には負けてしまいましたが、バスケットボール部がこの試合で見せた連帯感は、

まさにフェアプレーそのものでした。この後大会を控えている生徒、全道大会へと出場を決めた生

徒、地区大会で敗退してしまった生徒、全てが西陵中学校の生徒としての誇りをもち、勝っても負け

ても、大会で得た団結力や責任感、相手を思いやる心といったフェアプレー精神を日常につなげて

くれることを期待しています。 
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【連絡】７月のスクールカウンセラー来校日 
 

生徒の相談はもちろん、保護者も対象となって

おります。お気軽にご利用ください。生徒・保護

者で一緒に相談を受けることもできます。相談の

申し込みについては、担任もしくは学校（教頭

23-4204）までご連絡ください。 
 

[７月の予定] 

7/ 3（木）10:00～15:30 

潮音頭振付講座 
 

6月 18日（水）、ふるさと教育の推進として、潮

音頭振付講座が行われました。日本舞踊藤間流師

範、藤間扇玉先生ほか藤間流扇玉会の２名を講師

に迎え、踊りを学びました。郷土に対する愛着を

はぐくむ貴重な機会となりました。 
 

  
昨年よりも多くの参加申込がありました。〆切

は過ぎておりますが、多くの皆様にご参加いただ

ければ幸いと存じますので、参加希望がありまし

たらお知らせください。（チームＴシャツ購入希望

の方は、7/3日までに申込をお願いします） 

英語科特別授業が行われました 
 

6 月 20 日（金）、北海道教育大学札幌校、中

村邦彦特任教授による英語の特別授業が行わ

れ、市内の小中学校から英語科の先生を中心に

多くの先生方が見学に訪れました。授業後、中

村特任教授からは、生徒の積極的な表現が素晴

らしかったとお褒めの言葉をいただきました。 
 

 

中体連壮行会 
 

6月 7日（土）の水泳大会を皮切りに、中体連小

樽大会、小樽後志大会が始まっています。19日（木）

には壮行会が行われ、各部から力強い意気込みが発

表されました。結果は 7月の学校だよりでお知らせ

します。 
 

 

７月

１年生 ２年生 ３年生

国語
３　言葉に立ち止まる
情報×SDGｓ

３　言葉と向き合う
読書生活を豊かに

３　言葉とともに
情報×SDGｓ

社会

歴史的分野
　第２章　原始・古代の日本と世界
地理的分野
　第１章　世界の人々の生活と環境

地理的分野
　第２章　日本の特色と地域区分
　第３章　日本の諸地域

公民的分野
　第1章　現代社会と私たち
　第2章　個人の尊重と日本国憲法

数学 ２章　文字と式 ２章　連立方程式
２章　平方根
３章　２次方程式

理科

いろいろな生物とその共通点
　3章 動物の分類
身のまわりの物質
　1章 身のまわりの物質とその性質

化学変化と原子・分子
4章 化学変化と物質の質量
5章 化学変化とその利用

化学変化とイオン
2章 酸、アルカリとイオン
3章 化学変化と電池

音楽 歌唱　アルトリコーダーの演奏　鑑賞 歌唱　アルトリコーダーの演奏　鑑賞 歌唱　アルトリコーダーの演奏　鑑賞

美術 心ひかれるこの風景
・メッセージを伝える
・ゴッホと浮世絵

・あれ？どうなっているの

保体
・陸上競技
・サッカー、水泳
・健康な生活と病気の予防

・陸上競技
・水泳
・傷害の防止

・陸上競技
・サッカー、水泳
・健康な生活と病気の予防
・健康と環境

技家

＜技術＞
・材料と加工の技術～材料を利用するための技術
＜家庭＞
２．食品と栄養素

＜技術＞
・生物育成の技術～ミニトマト栽培
＜家庭＞
衣服の洗濯と手入れ・住生活

＜技術＞
・計測・制御プログラミング～センサを利用する
プログラム作成
＜家庭＞
幼児の生活と遊び

英語

Program 3 タレントショーを開こう
Steps 2 　考えを整理し表現しよう
OurProject 1 　あなたの知らない私
Power Up 1 　ハンバーガーショップへ行こう

Pro.3   Taste of Culture
Our Project4
 「海外でヒットするラーメンのCMを作ろう」
Reading1  The Three Dolls

Pro.3  Hot Sport Today
Power-Up①  電話の乗りかえ案内をしよう
Our Project７
 「パラスポーツについて理解を深めよう」

道徳
感動、畏敬の念　　　国際理解、国際貢献
相互理解、寛容

感動、畏敬の念　　　国際理解、国際貢献
相互理解、寛容

感動、畏敬の念　　　国際理解、国際貢献
友情、信頼

各教科の授業予定

 

教育実習終了 
 

6月 2日（月）～20日（金）までの 3週間、

北海学園大学の 4年生 1名が教育実習に来て、

各学年の英語の授業と 3年 1組の学級に入り、

実習を行いました。本校での経験を胸に、素敵

な教師になってほしいと思います。 


